
令 和 ４年 ２月

黒 松 自 治 区

推 進 協 議 会

世 帯 数 167 戸

人 口 男 140 人

女 179 人

計 319 人

（ ４ 年 １ 月 末 ）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

成
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
今
、
両
親
や
今

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に

成
人
と
な
り
、
小
さ
い
頃
は
二
十
歳
を
迎
え

た
人
は
、
み
ん
な
立
派
な
大
人
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
自
分
が
二
十
歳

に
な
っ
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
だ
と
感

じ
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
吸
収

し
て
、
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

に
日
々
努
力

し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。大

村
文
葉

新

成

人

の

挨

拶

コ
ロ
ナ
禍
で
色
々
な
事
が
制
限
さ
れ
る
な

か
、
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努
力
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

自
分
の
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。笹

木
優
衣

島
田
ら
む
さ
ん

長
田
陽
悠
さ
ん

安
部
悠
人
さ
ん

今
春
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
方

ご卒業

おめでとうございます

今

年

も

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

拡

大

防

止

の

た

め

、

一

堂

に

会

し

て

の

お

祝

い

は

で

き

ま

せ

ん

で

し

た

。

来

年

度

改

め

て

お

祝

い

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

皆

様

の

益

々

の

ご

活

躍

を

お

祈

り

し

ま

す

。

新

成

人

の

小

学

校

入

学

時

の

写

真

左

よ

り

大

村

文

葉

さ

ん

笹

木

優

衣

さ

ん

黒
松
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
流
セ
ン
タ
ー

・
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
で
、
黒

松
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
と
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
の
年
末
の
大
掃
除
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

十
二
月
二
十
日
）

・
緑
寿
会
さ
ん
が
、
恒
例
の
門
松
を
作
ら
れ
ま
し

た
。

緑寿会の有志のみなさん有

り難うございました。

令

和

四

年

消

防

表

彰

者

十

五

年

勤

続

山

崎

忠

志

十

年

勤

続

岩

根

準

平

今

年

も

出

初

め

自

体

が

中

止

に

な

り

表

彰

式

も

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

香

典

返

し

の

お

礼

次
の
方
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご
芳
志
を
頂
き
ま

し
た
。

謹
ん
で
故
人
の
在
り
し
日
を
偲
び
、
ご
家
族
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

後
地
町

児
玉
世
津
子
様
（
故
清
水
美
和
子
様
）

一
区

福
間

徹
雄
様
（
故
福
間

澄
子
様
）

八
区

玉
木
紀
様
（
故
玉
木
拓
男
様
・
桂
子
様
）

下
関
市

中
村

富
男
様
（
故
中
村

信
子
様
）

九
区

峠
田

律
志
様
（
故
小
川
リ
マ
コ
様
）

九
区

岩
根

正
博
様
（
故
岩
根

節
子
様
）

七
区

佐
々
木
良
文
様
（
故
佐
々
木

昇
様
）

八
区

森
野

紀
様
（
故
森
野

時
枝
様
）

社
協
黒
松
支
会

・
黒
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
広
間

の
長
机
を
新
し
く
し
ま
し
た
。

・
「
海
べ
の
サ
ロ
ン
」
の
廊
下
を
改
修
し
、

和
室
と
つ
な
げ
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

島
田
ら
む
さ
ん
が
昨

年
九
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
江
津
市
少
年
の

主
張
に
於
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

。
演
題
は
『
見
え
な
い
恐
怖
』
で
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。な

お
江
津
市
の
環

境
標
語
に
於
い
て
も

『
ゴ
ミ
拾
い

永
遠

（
と
わ
）
に
守
ろ
う

江
の
川
』
で
会
長
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

お

知

ら

せ

お
知
ら
せ



総
務
部
会

・

密
を
避
け
る
た

め
、
自
治
区
会

長
と

総
務
部
会

長
他
、
関
係
者

数
人
に
て
「
と

ん

ど
焼
き
」
を
行

い
ま
し
た
。

（
一
月
十
六

日
）

地 域 の み なさまの ご 健 康

と疫 病 退 散 を祈 念 して

防
災
部
会

・
「
高
台
避
難
所
」
の
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。
（
四
月
十
四
日

）

・
班
長
会
議
（
一
月
十
七
日
）
、
避
難

訓
練
（
二
月
二
十
日
）
を
開
催
す
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
と
し
ま
し
た

。

生
活
基
盤
部
会

・
秋
の
交
通
安
全
運
動
（
九
月

二
十
一
～
三
十
日
）
に
合
わ
せ
、

国
道
９
号
線
沿
い
の
除
草
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

・
交
流
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

（
九
月
二
十
六
日
）

・ 秋 の 交 通 安 全 週 間 の

中 学 生 登 校 見 守 り の 風 景

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
各
部
会
の
活
動
報
告

産
業
部
会

・
八
月
二
十
九
日
キ
ス
釣

り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
位

槇
坂
さ
ん
十
五
匹

二
位

渡
邉
さ
ん
十
三
匹

・
イ
カ
の
加
工
作
業
（
春
・
秋
）

・
海
苔
の
採
取
・
岩
海
苔
の
加
工
作
業

健
康
福
祉
部
会

・
敬
老
者
の
皆
さ
ん
に
記
念
品
を
配

り
ま
し
た
。
（
九
月
十
二
日
）

文

化

教

養

部

会

・

寺

坂

吉

右

衛

門

墓

碑

周

辺

の

除

草

作

業

と

お

堂

の

清

掃

し

ま

し

た

。

ま

た

古

く

な

っ

た

打

敷

を

新

調

し

、
畳

の

表

替

え

を

し

ま

し

た

。

（

十

二

月

十

二

日

）


